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年 月 日に開催された今回の座談会は、託児所をめぐる動きに進捗
が見られない手詰まり感がある中での開催となった。そんな中で参加してくだ
さった皆様には感謝申し上げたい。東農大で女性研究者支援に携わっておられ
る方、また 月に出産した教員や、 月に出産した大学院生も参加してくだ
さった。大学院生も教員も、保育園を見つけられずに大変苦労している最中
で、大学での託児所の必要性を強く感じているとのことだった。特に大学院生
にとっては状況が厳しいことが伺えた。日本の保育園は働いている親を前提と
しているため、学生には高いポイントが与えられない。保育園が不足し待機児
童が増加している現状で、フルポイントがもらえない学生が入園できる見込み
は非常に低いと言わざるを得ない。しかし、現実には学生や大学院生であって
も妊娠出産をすることはある。また、この大学院生の場合、日本人でないこと
も大きなハンデになっていることが伺えた。保育園の申請書類は複雑で、日本
語が堪能であっても手こずる。まして海外からの留学生であれば、なかなか
ハードルが高い。窓口での交渉も難しいだろう。日本の保育政策の不備はもち
ろんであるが、彼女たちが大学に託児所がないために教育を受けられなかった
り、研究を続けられないのであれば、それは大学側が彼女たちの教育・研究の
権利を奪ってしまっていると言えるのではないだろうか。
キャンパスでの託児施設の建設は、なかなか状況に進展がない。色々な事情
が絡まって、大学側もなかなか動けないでいるようだ。しかし赤ん坊がいる身
にとっては、今この時、この瞬間が必要な時なのである。特に学生や大学院生
にとってみれば、 年先 年先に託児施設ができても役には立たない。保育
してくれるところがなくて、困窮しているこの今をなんとかしてもらいたいの
である。
そんな切実な声を受けて、私たちは学長と三鷹市長と メンバーとの座談
会を企画した。待機児童問題と大学での保育や介護の問題を、地域に位置付け
て考えたいと思ったのだ。また上述の教員や大学院生らも参加することで、実



際に目の前で困っている人の声を届けたいとの思いもあった。
残念ながら三鷹市長のスケジュールの関係でこの座談会は実現しなかったが、

日比谷学長と メンバーとの会談を実現した。これについてはニューズレ
ターで報告がされているのでぜひご覧いただきたい。その中で、日比谷学長は
いずれは必ず託児施設をと語っている。また最近では、大規模な託児施設はま
だ難しいけれども、小規模保育なら始められるのではないかという話も起こっ
ている。遅々とした歩みながら、少しずつ事態は動いているのだと思いたい。
女性の社会進出がなかなか進まない要因の一つは、介護や育児のケア労働が
女性に押し付けられていることにある。その結果、有償でこれらのケア労働に
関わる人たちの賃金も低く抑えられてしまっている。様々な日本のジェンダー
の問題がこの「保育」の問題に露呈している。せめて、ジェンダーを教える大
学として、保育の設備くらいは持たせてほしい。市民ベースでの育児モデルが
機能していない現状を、せめて共同体ベースでのサポートで補うことが望まれ
る。 ではその実現のために、今後も地道に活動を続けていくつもりである。
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